
 

～この部分は、学校だよりのタイトルをお願いします～ 

 

 

 

社会状況の変化による学校の対応について（お願い） 

生徒を取り巻く社会の状況は、日増しに多様化・複雑化し、中には生徒の成長にとって好ましくない

ものも増えてきています。 

 そこに起る問題への指導や対応は困難化し、学校教育だけでは対応できない状況があります。 

こうした中、学校に求められる役割、保護者の果たすべき役割、また責任も変化してきています。生

徒が健全に成長できる環境を整えていくことは、わたしたち大人の役割です。学校と保護者、地域が手

を取り合い「関係機関」の連携・協力も得ながら、生徒の健やかな成長を支えたいと思います。 

 つきましては、今一度、以下の点について保護者の皆さまにご理解とご協力をいただきたく、昨年度

に続き再度お知らせしお願いいたします。  

１ スマホ等での『SNS使用・スマホ決済によるお金の貸し借り・インターネット使用』 によるトラブルは、 

スマホ等を与えている保護者の責任での対応をお願いします。 

・ SNS を利用して、情報モラルに欠ける行為をしてしまった生徒及び被害に遭った生徒への指導やトラブル

後の人間関係の修復、心理面のケア等については、家庭と学校で連携し対応します。 

・ SNS上の書き込みや動画・画像の削除依頼、スマホ決済等によるトラブルは、スマホ等の所有を許可し与

えている保護者の責任において対応をお願いします。 

【学校が協力できるところは協力しますが、協力や対応できる範囲が限られることをご理解ください。】 

・ スマホ等にもカメラ機能があると思います。誰でも簡単に写真撮影ができます。肖像権を侵害するなどの問

題行動や相手とのトラブルにならないよう継続的に見届けをお願いします。 

・ さまざまな事情によりお子様にスマホ等を与えるときは、その利用の仕方を指導するとともに、きちんと見

届けをしてください。さらに、利用されるスマホや家庭用タブレット、パソコン、ゲーム機等にはフィルタリング

をするなどして、被害にあわないような対策をするのがよいと思います。 

２ 問題行動やいじめの解決に向けて警察と連携することがあります。 

・ 学校の内外を問わず、生徒の問題行動やいじめが、多くの生徒に被害を与えたり、大幅に公共の福祉を

損ねたりする場合、保護者の同意を得ずに、警察等関係機関と連携して指導を進める場合があります。 

・ 学校が把握した生徒の問題行動やいじめが、触法行為（しょくほうこうい…法律に触れる行為）や虞犯行為

（ぐはんこうい…将来、罪を犯したり、刑罰法令に触れたりするおそれがある行為「深夜徘徊・家出・反社会

勢力との接触など」）だった場合、保護者の同意を得ずに、警察等関係機関と連携して指導を進める場合が

あります。 

３ 虐待が疑われる場合など、福祉関係機関に連絡することがあります。 

・ 学校で、子どもに不自然なあざやケガを発見したとき、保護者に事情確認をさせていただく場合がありま

す。 

・ 児童虐待（ネグレクト含む）の疑いが強いと考えられるケースでは、保護者の同意を得ずに、福祉機関に連

絡し、連携を図って対応する場合があります。 

・ ケースによっては、児童相談所が子どもを一時保護する場合もあります。 

子どもたちの健やかな成長を支えるため、保護者の皆さまにご理解とご協力をお願いいたします。 
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5/13(水)から 5/15（金）での２泊３日間、３年生は奈良・京都方面への修学旅行を実施しました。

今年度のスローガン「楽学両道」のもと、生徒たちは事前の学習から班別研修の計画まで、主体的

に準備を進めてきました。１日目の奈良では、東大寺の大仏殿等を訪れました。圧倒的なスケール

に触れ、当時の文化の重みを肌で感じる貴重な機会となったのではないでしょうか。２日目の京都

市内班別研修では、自分達で立てた計画をもとに、バスや地下鉄を使って研修をしました。最終日

の３日目は、クラスごとに分かれての研修を行いました。クラス全員で三十三間堂や二条城などを

訪れたり、和菓子作り体験をしたりなどたくさんの思い出ができました。 

 

 

 

 

 

２年生は近隣の事業所のご協力をいただき、職場体験学習を実施しました。生徒たちは、実際に

仕事を体験させていただく中で、働くことの大変さややりがいを直接肌で感じることができました。 

また、学校生活とは異なる環境で、社会人としての「挨拶・礼儀・マナー」を実践する貴重な機

会となりました。慣れない環境に緊張しながらも、真剣な表情で指示を聞き、一生懸命に自分の役

割を果たそうとする生徒たちの姿には、頼もしさが感じられました。 

この体験を通して、生徒たちは自身の進路や将来の生き方について、より深く考えるきっかけを

得ることができました。お忙しい中、温かく迎え入れ、ご指導くださった各事業所の皆様に心より

感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

講師に永谷研一氏をお招きし、講演会を実施しました。中学生という新しい環境で毎日を過ごす

1 年生にとって、自身の成長を肯定的に捉える大切な学びの時間となりました。講演では、自分の

良いところや成長を見つける「できたことメガネ」という視点を教えていただきました。日々の生

活の中で、つい「できなかったこと」に目が向きがちですが、このメガネをかけて自分の行動を見

つめ直すことで、小さな成功や工夫に気づくことができます。ペアになっ

て「できたこと」を共有し、互いの良さを認め合う「あげあげタイム」は

とても盛り上がりました。 

本校では、この学びを日常の習慣にするため、今年度「できぴょん週間」

を定期的に設けます。自分の成長を肯定的に捉える習慣を育み、自信を持

って学校生活を送れるよう支援していきます。 


